
歌
の
周
辺

誰
か
に
出
す
葉
書
を
書
き
了
え
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
時
、
窓
の
外
を
白

い
蝶
が
過
ぎ
て
い
っ
た
、
と
い
う
歌
で
あ
る
。
そ
ん
な
に
都
合
よ
く
蝶

が
飛
ん
で
い
た
か
ど
う
か
、
覚
え
て
い
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
、
人

宛
て
の
文
章
を
書
い
た
あ
と
の
解
放
さ
れ
た
気
分
を
詠
み
た
く
て
蝶
を

登
場
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
下
句
の
「
つ
ば
さ
の
ひ
び
き
あ
ら

ず
」
と
い
う
の
が
、
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
た
表
現
で
あ
る
。

宮
先
生
の
歌
集
『
藤
棚
の
下
の
小
室
』
の
中
に
、
私
が
個
人
的
に
好
き

な
歌
で
、「
急
ぎ
た
る
手
紙
書
き
終
へ
神
経
に
い
た
く
疲
れ
あ
り
犬
遠

く
鳴
く
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
歌
の
影
響
で
生
れ
た
一
首
で
は
な

い
か
と
思
う
。 

（
高
野
公
彦
）

コ
ス
モ
ス
短
歌
会
の
内
規

　
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
は
、
小
島
ゆ
か
り
を
編
集
人
、
桑
原
正
紀
を
監
査
役
、

高
野
公
彦
を
発
行
人
と
し
、
選
者
団
、
編
集
部
、
校
正
係
、
事
務
室
の
組

織
を
も
っ
て
、
月
刊
の
短
歌
雑
誌
「
コ
ス
モ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。
以
下
、

内
規
を
掲
げ
ま
す
。

☆
所
属
欄
に
つ
い
て

　
会
員
は
次
の
所
属
欄
に
分
か
れ
ま
す
。（
新
入
会
の
人
は
、
そ
の
二
集

か
ら
出
発
し
ま
す
。）

　
月
集
ス
バ
ル
、
月
集
シ
リ
ウ
ス
、
そ
の
一
集
、
あ
す
な
ろ
集
、
そ
の
二
集

☆
会
費
に
つ
い
て
（
納
入
し
た
会
費
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。）

　
会
費
は
一
か
月
に
つ
き
次
の
通
り
で
す
。
な
る
べ
く
半
年
ま
た
は
一
年

単
位
で
前
納
し
て
く
だ
さ
い
。

月
集
ス
バ
ル
…
…
3
0
0
0
円
。
月
集
シ
リ
ウ
ス
…
…
3
0
0
0
円
。

そ
の
一
集
…
…
2
7
0
0
円
。
あ
す
な
ろ
集
…
…
2
1
0
0
円
。
そ
の

二
集
…
…
1
5
0
0
円
。（
な
お
、
学
生
割
引
、
お
よ
び
家
族
会
員
割

引
が
あ
り
ま
す
。）

☆
詠
草
に
つ
い
て

　
会
員
は
毎
月
十
首
以
内
（
月
集
シ
リ
ウ
ス
は
七
首
以
内
）
の
作
品
を
出

詠
で
き
ま
す
。
規
定
の
詠
草
用
紙
を
使
っ
て
、
毎
月
二
十
二
日
の
締
切
日

ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
文
字
は
、
楷
書
で
読
み
や
す
く
書
く
こ
と

（
パ
ソ
コ
ン
で
も
構
い
ま
せ
ん
）。
な
お
、
詠
草
の
表
記
は
旧
か
な
づ
か
い
、

新
か
な
づ
か
い
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
添
削
部
に
つ
い
て

　
会
員
は
月
一
回
、
下
記
の
担
当
者
か
ら
添
削
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
添
削
の
詠
草
は
五
首
以
上
で
十
首
以
内
と
し
、
一
首
に
つ
い
て

五
百
円
の
謝
礼
を
担
当
者
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
で
代
用
す
る
こ

と
は
不
可
で
す
（
謝
礼
は
詠
草
を
送
る
時
に
同
封
し
、
返
信
用
の
封
筒
も

添
え
る
こ
と
）。
添
削
は
三
十
日
ほ
ど
で
返
送
さ
れ
ま
す
。
添
削
を
受
け

た
作
品
を
本
誌
に
投
稿
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

＊
令
和
五
年
度
の
添
削
部
担
当
者
は
、
小
嶋
一
郎
・
森
田
治
生
・
金
子
智

佐
代
で
す
（
連
絡
先
は
事
務
室
ま
で
）。

☆
大
会
に
つ
い
て

　
全
国
大
会
は
、
毎
年
原
則
と
し
て
東
京
で
開
催
し
ま
す
。
開
催
の
場
所

や
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
編
集
部
が
計
画
し
て
決
め
ま
す
。

　
地
方
大
会
は
、
各
支
部
で
検
討
し
て
開
催
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

事
前
に
編
集
部
に
届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
歌
集
の
出
版
に
つ
い
て

　
コ
ス
モ
ス
叢
書
と
し
て
歌
集
を
出
版
で
き
る
の
は
、
①
そ
の
一
集
に
昇

級
し
た
会
員
、
お
よ
び
②
コ
ス
モ
ス
に
十
年
以
上
在
籍
し
た
会
員
に
限
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
コ
ス
モ
ス
の
四
つ
の
作
品
賞
（
コ
ス
モ
ス
賞
・
O
先
生
賞
・

桐
の
花
賞
・
純
黄
賞
）
の
ど
れ
か
を
受
賞
し
た
人
、
ま
た
は
主
要
な
短
歌

総
合
誌
の
作
品
賞
を
受
賞
し
た
人
は
、
い
つ
で
も
出
版
で
き
ま
す
。

　
コ
ス
モ
ス
叢
書
と
し
て
歌
集
出
版
を
希
望
す
る
人
は
、
月
集
ス
バ
ル
会

員
の
う
ち
誰
か
に
選
歌
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ
と
、
事
務
室
あ

て
に
葉
書
で
《
歌
集
名
、
選
歌
者
名
、
出
版
社
名
》
を
届
け
出
れ
ば
、
確

認
の
上
、
叢
書
番
号
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
叢
書
に
関
わ
る
費
用
と
し
て
三
万
円
を
事
務
室
あ
て
に
払
い

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
費
用
は
、
批
評
特
集
号
の
ペ
ー
ジ
負
担
、
お
よ

び
合
同
出
版
記
念
会
の
費
用
に
充
て
ま
す
。
な
お
、
出
版
さ
れ
た
歌
集
は
、

事
務
室
あ
て
に
必
ず
三
冊
送
っ
て
く
だ
さ
い
。



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
12

は
が
き
書
き
了
へ
た
る
窓
を
白
き
蝶
つ
ば
さ

の
ひ
び
き
あ
ら
ず
過
ぎ
ゆ
く

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】「
蝶
の
翼
」
一
連
の
三
首
目
。
表
題
は
も
ち

ろ
ん
こ
の
歌
に
よ
る
。
葉
書
を
書
き
終
え
、
一
息
つ

つ
い
た
刹
那
、
窓
辺
を
白
い
蝶
が
過
る
。
ま
る
で
無

音
の
世
界
に
紛
れ
こ
ん
だ
か
の
よ
う
に
、
蝶
は
た
だ

過
る
の
み
。
そ
し
て
、
蝶
の
行
方
も
知
れ
な
く
な
る
。

蝶
と
の
不
意
の
邂
逅
は
、
果
た
し
て
作
者
に
安
ら
ぎ

を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
想
像
を
膨
ら
ま

す
こ
と
も
可
能
な
一
首
。「
つ
ば
さ
の
ひ
び
き
あ
ら

ず
」
と
い
う
着
眼
は
、
作
者
な
ら
で
は
の
も
の
。

（
鈴
木
竹
志
）



ふるさとコレクション▇█183
空
から

石
いし

積
づみ

の築
ちく

堤
てい

（三重県多気郡多気町）
　山あいの集落をぐるりと囲むように「立梅用水」が流れている。
集落を見下ろすように，山裾を蛇行しながら流れる農業用灌漑用水
である。
　江戸時代後期，紀州藩の財政支援のもと，大規模な農業用水路と
新田開発が計画され，15 年の歳月をかけて全長 28 キロの用水が完
成したのだという。以来 200 年近くに及ぶ年月を，多気町西部に位
置する勢和地域の田圃を潤している。この間，何回かの修繕，補修
が繰り返され，現在はコンクリートの水路になっている。
　が，一部，江戸時代のままの姿を残している箇所がある。それが，
空石積の堤である。一つひとつの谷石の形を活かし組み合わせ，隙
間なく積み上げた緻密な仕事ぶりに感動する。
　林の中を流れる用水路は，四季折々の変化に富み人気の散歩コー
スでもある。せせらぎの中，先人の偉業を間近に見ながら歩くひと
ときは，時間がゆったり流れていく。

（写真・解説　高山　幸子）


